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別紙 

『教育のＩＣＴ化について』 

愛媛県西条市教育委員会 

【行政視察資料】 

 人と人とが繋がりあう、一歩先の社会のあるべき姿を目指して 

  ～ＩＣＴを活用した地方創生へのチャレンジ～  

 

 西条市では、様々な分野にＩＣＴを活用した豊かな 

まちづくり「スマートシティ西条」を掲げており、特 

に学校教育でのＩＣＴ活用には力を入れ、教育クラウ 

ドを基盤とした授業と校務両方の情報化、ＩＣＴ支援 

員、教職員の負担軽減のためのテレワークシステム、 

バーチャルクラスルームなどを実施している。平成３０年１月３０日、全国ＩＣＴ教育首長協議 

会のモデルケースとしてふさわしいとして最優秀の「２０１８日本ＩＣＴ教育アワード」を受賞。 

 その具体的内容については、次のとおりである。 

１．西条市の概要 

 ■人 口 ： １１０，９２２人（平成３０年８月末現在） 

 ■世帯数 ： ５０，５１７世帯 

 ■面 積 ： ５０９．９８ｋ㎡ 

 ■小学校 ： ２６校（うち１校休校） ５，７５６人 

 ■中学校 ： １０校 ２，６９０人 

 

２．教育のＩＣＴ化の取り組みについて説明 

 以下、内容については、「行政視察資料」を参照。 

（１）西条市全体のビジョン 

（２）教育の情報化 

  ・ＩＣＴ活用スケジュール    ・機器の配備状況 

  ・電子黒板／デジタル教科書   ・教職員用グループウェア／校務支援システム 
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  ・ネットワーク整備／テレワークシステム 

  ・ヘルプデスク／ＩＣＴ支援員  ・これまでの成果 

（３）特徴的な取り組み 

  ・バーチャルクラスルーム（遠隔合同授業） 

  ・ＩＣＴを活用したスマートスクール実証事業 

（４）私たちのこれから 

  ・重要目標達成指数（ＫＧＩ） 

 

３．実際の授業風景を視察（西条市立神戸小学校） 

（１）電子黒板／タブレット／デジタル教科書を活用した音楽の授業 

 

 

 

 

 

 

      曲を聴いて身体で表現       曲を聴いてどの動物をイメージするか？ 

 

 

 

 

 

 

 グループで話したことをタブレットへ入力    タブレットの内容を電子黒板に提示 

 

※デジタル教科書、電子黒板、タブレットをうまく連携して、児童の集中力を維持させる授業を 

されていた。 
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（２）電子黒板／タブレット／電子教科書を活用して四角形の面積の求め方を考える算数の授業 

 

 

 

 

 

 

三角形の面積の求め方を使って四角形の    まずは、２人に１台あるタブレットを 

  面積を求める方法を考える          使って、面積の求め方を考えてみる 

 

 

 

 

 

 

  ヒントのほしいグループにヒントを送信    ヒントを見ながら再度考えてみる 

 

４．質疑応答 

○ネットワーク整備について 

 ・クラウド環境整備にどれくらいの費用がかかったか。⇒約３億円／５年間 

○テレワークシステムについて 

 ・セキュリティの確保はどうしているか。 

  ⇒メールアドレスを送信して、ワンタイムパスワード（８桁）が返信されてくる。 

   そのパスワードに、あらかじめ与えられているパスワード（４桁）をくっつけてクラウド 

   環境へログインする。さらに、校務支援システムを利用するためには、ユーザーＩＤ／ 

   パスワードを入力し、ログインするという二要素認証を行っている。 
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 ・教職員が市外へ異動した際の対応はどうされているか。 

  ⇒３月３１日２３：５９にシステムを使用できなくしている。 

 ・テレワークシステムの利用者は何人いるか。 

  ⇒希望者に利用許可をしている。７３０名中４４０名が利用している。 

 ・利用端末は何を使用しているか。⇒個人のパソコン、スマートフォンを使用している。 

○ヘルプデスクについて 

 ・教職員の満足度はどうか。⇒満足・やや満足と回答した教職員が８７％。 

  ※ヘルプデスクには、ＩＣＴ機器全般のヘルプデスクと校務支援システム（スズキ校務）の 

   ヘルプデスクの２種類のヘルプデスクがある。スズキ校務については満足されているが、 

   ＩＣＴ機器全般については、ネットワーク障害等による一次切り分けだけのため、解決に 

時間がかかるため、あまり満足されていない。 

 ・時間外の対応はどうしているか。 

  ⇒ヘルプデスクは、１７：１５までの契約である。これ以降は校内でＩＣＴに詳しい先生へ 

   聞いている。 

○ＩＣＴ支援について 

 ※ベネッセへ業務委託している。 

 ・１校あたり月何回訪問しているか。 

  ⇒学校規模により異なるが、月２回～月８回である。 

○バーチャルクラスルーム（遠隔合同授業）について 

 ・環境整備のための費用はどれくらいか。⇒１教室あたり２００万円～２３０万円 

 ・複式学級の解消にならなかった要因は何か。 

  ⇒複式で学年別の授業ができればよいが、今の環境では難しい。先生も双方に１人ずつ必要 

   とされている。他市では、１教室の中で背中合わせにして、学年別に授業しているところ 

   もある。 

   ※今後は、外部の団体等と接続して授業を受けることも検討していく。 

 ・どの教科で活用しているか。 

  ⇒やりやすいのは、国語・道徳。効果があるのは、算数・社会。 
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○機器の配備状況について 

 ・ＩＣＴ機器の整備にどれくらいの費用がかかっているか。 

  ⇒普通教室は、１教室あたり７０万円～８０万円 

   特別教室は、１教室あたり６０万円～７０万円 

○その他について 

 ・家庭教育に対するＩＣＴの活用状況はどうか。 

  ⇒学習系クラウド環境があり、家から接続して勉強できる環境を構築している。 

 ・人口減少に伴い、学校の統廃合を検討するという方向もあると思うが、バーチャルクラスル 

  ーム等ＩＣＴ活用の方向で統廃合しない選択をされた理由は何か。 

  ⇒前々市長から決められている。学校はできる限り存続する方針。 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（所感） 

委員長 西村慎次郎 

 

 西条市は、今年、「２０１８日本ＩＣＴ教育アワード」を受賞されており、教育現場におい

て、最先端をいっているなと感じました。井原市の教育環境の将来の方向性を見ることができ

たように思います。 

 ＩＣＴを活用した授業風景も観ることができ、我々の子どもの頃の授業とは全く違う勉強の

仕方でしたが、子供たちが集中して授業に取り組めていて、ＩＣＴの力を感じました。 

 バーチャルクラスルームについては、実際の授業風景を観ることができませんでしたが、少

人数小学校から中学校へ進学した際の中１ギャップには大変有効であったようなので、井原市

も今後、少人数小学校がさらに増加してくると思われますので、研究を進めていってもよいか

と思いました。また、テレワーク環境がすでに構築されており、半数以上の先生が活用されて

いました。 

 どの取り組みをみても、井原市の何倍もの先を進んでいるようでした。このような取り組み

を実施するにあたり、国からの補助金をうまく活用されているところもありますし、財源が豊

富であるところもあるなと感じました。 

 井原市の教育環境のあり方の検討を進めていく上で、大変参考になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（所感） 

委員 宮地俊則 

 

 現在、総務文教委員会が所管事務調査事項として『井原市の教育環境の充実』を調査研究し

ているところである。その根幹をなすのがこの『教育のＩＣＴ化』である。 

教育現場でのＩＣＴ化は、その利活用によって教育の質を高め、子どもたちの学力を向上さ

せることに繋がる、と言われている。が、なぜ、デジタル（ＩＣＴ）でなくてはいけないのか？ 

我々世代がこれまで受けてきたアナログではなぜダメなのか？という疑念が、どこか心の隅に

ずっと引っかかっていた。 

この度の西条市の視察でその疑念が払しょくされた思いがする。 

そこでは音楽、算数の授業を実際に視察させていただいた。先生はもとより子どもたちも電子

黒板・タブレット端末などを自分たちの道具のひとつとして、ごくごく当たり前のように使い

こなし、活用しているのに驚きました。確かに今の子どもたちは早くからそうした機器に慣れ

親しんでいるからであろう。そして、そこから新しい情報や感覚、知識をどんどん吸収してい

る子供たちの姿に感動すら覚えました。 

質疑の中で「ＩＣＴ機器の活用でその準備などでまだカリキュラムに遅れが出ることがあり

ます。」と言われていたが、その懸念もみんなが機器に精通していくことで解決するものと思

われる。 

井原市においても一日も早くＩＣＴ化を推進していくべきであると感じた。その場合にも何

歩も前を行く先進地のお蔭で環境整備や予算措置・機器選択などのソフト・ハード面での様々

なハードルが格段に低くなっていることに感謝したい思いです。 

本市でＩＣＴ化が進んでいく中にも昔ながらの手書きの良さ、じっくりと辞書を引くことも

大切なことであることも忘れず、デジタルとアナログ、それぞれの良さをしっかりと使い分け

ながら、子どもたちの「学力向上」「生きる力」を育んで欲しいと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 



（所感） 

委員 佐藤 豊 

 

 西条市は、ICTを活用した豊かなまちづくり「スマートシティー西条」を掲げた取り組みの

中で、特に学校教育での ICT化に対しては、平成２２年度より情報教育と校務の情報化に関す

る懇談会をスタートさせ、平成２４年より校務用コンピュータやグループウエアを導入し、計

画的に校務支援システム、電子黒板、デジタル教科書等のシステムや ICT機器を全小、中学校

に配備するとともに、ICT支援の充足にも取り組まれていた。特に教育現場を知っている ICT

支援員１１名を配置、学校規模によるが月に２回から８回、各学校に赴く体制は、ICT化の推

進とスムーズな ICT教育の内容充実に寄与していると感じた。 

 また、ヘルプデスクによる教職員の問い合わせ窓口を設け、教職員の負担軽減に貢献する体

制は参考となった。 

 上記の取り組みは効果があると感じた。また、教育現場でもスムーズな電子黒板の活用やタ

ブレットの活用がなされ、児童・生徒の利用習熟も進んでいることを実感した視察であった。

本市としても未来を見越した ICT社会を考える時、教育現場の ICT化のための環境整備は、今

後、ますます拡充の必要性を感じる視察であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（所感） 

委員 西田久志 

 

 ７月豪雨被害の影響で、予定した西条市の視察研修が延期となり、１１月５日に実施できた

ことは、大変良かったと思う。 

 実際に、神戸小学校に出向き授業を参観できたことは、大変参考になった。 

 

（デジタル教科書）の使用 

 まず、音楽の授業では、教師の負担がかなり軽減されているように思えた。必要なことが集

約されており、デジタル教科書の整備は必要不可欠だと思う。 

（ＩＴ支援員の充実） 

 現在１１人の支援員が３５校を分担して、月に２回、多い週には２回訪問し日々の授業・校

務におけるＩＣＴサポートをしている。また、単なる使用補助に留まらず、ＩＣＴを活用した

授業デザインの提案など、多岐に渡った活躍をしていることは教師にとって負担軽減につなが

ることだと思う。 

算数の授業では、２人に１台のタブレットを使用して三角形の面積の求め方について、可能

性を模索していた。簡単に線が引け、簡単に消せることによって頭の中で瞬時に次の行動に移

ることができ、生徒に学習意欲が湧くのではないかと思える。 

（バーチャルクラスルーム）遠隔合同授業 

これから先、少子化が進むと井原市においても複式授業が増加する。そこで、このバーチャ

ルクラスルームは有効な手段であろうかと思う。特に、少人数校の小学校から中学校に進学す

る際に、心理や学問、文化的なギャップと、それによるショックを受ける生徒が、過去７０～

８０％であったものが、現在ではでは３．６％になっており、遠隔合同授業の効果が表れてお

り、素晴らしいことである。 

 井原市においても、ＩＣＴ教育推進で、子供たちの学びを可視化し、教員による学習指導や

生徒指導の質の向上、学級・学校運営の改善等、学校教育の質の向上につながる。 

 全般に、多くの費用が掛かるようであり、また、克服しなければいけない問題も多々あり慎

重にしなければいけないと思う。しかし、教育ＩＣＴ化は生徒たちの教育現場において有効な

手段だと思う。今回の愛媛県西条市の視察研修では、井原市においても、教育現場に情報通信

技術を活用するための整備を早期に導入すべきと思える。 

 

 

 



（所感） 

委員 三輪順治 

 

～西条市の教育 ICT化の活用について～ 

 <スマートシティ構想の一環としての取り組み> 

〇 当市全体としての「スマートシティ(賢い、賢明なまちづくり)構想」の一環としての取り

組みとして、教育分野での ICTへの具体化がされていること自体が素晴らしいと感じた。(が、

議会での取り組みは、進んでいないようだ。) 

〇 であるがゆえに、教育分野においては文部科学省等との連携で多角的な ICTの取り組みが

容易となっていた。(モデル市としての補助金の活用を含め) 

〇 そこには、全国の市町村が抱えている少子高齢化への対応、とりわけ少人数規模での小中

学教育継続へのチャレンジでもあり、まさに先駆的な取組であるかに見えたが、結果として思

わしい成果が得られていないように思料する。 

(今回の視察には、残念ながら含まれていなかった。) 

〇 ただし、今回、教室現場での電子黒板の活用やタブレットの活用実態を視察すると、これ

からの教育の大きな変革を想起させる。 

<今後の課題と思われる点> 

・教員の ICT成熟度のアップと使いこなせない教員への対応 

・教育委員会の現場サポート体制の確保・充実 

(教育 ICT専門員の確保とソフトメーカとの調整 ＝ カスタマイズ等) 

・避けがたい小中学校の統廃合への検討 

・遠隔教育(web教育)の限界を直感 

  (人間教育、コミュニケーション、目と目が合う授業・・・) 

・家庭教育との接点が、現段階では見えない 

 

 以上、主な所感を述べたが、教育の現場には常に「人間」としてのふれあいが前提であるこ

とを改めて痛感した。 

特に子供たちに真の「生きる力」を身に着けさせるには、ICTやコンピュータの限界をも感

じさせる視察であった。 

 

 

 

 



（所感） 

委員 山下憲雄 

 

西条市では、ＩＣＴの活用による「スマートシティー西条」を全体ビジョンとして掲げて、

基礎インフラ及び生活インフラ・サービスを効率的に管理・運営し、市民生活の質を向上させ

る構想がある。教育においても、国の示す「第３期教育振興基本計画」に従い、学力向上のた

めのＩＣＴの活用を推進している。 

今回の視察では、神戸小学校の音楽と算数の授業を視察した。各教室には電子黒板（70イン

チ）、タブレット（二人で１台）を使用しての授業では、先生のほかにＩＣＴ支援員（市内在

住）が配置され、操作機器のトラブルにも適宜対応できる状況であった。先生が黒板にチョー

クで書くこれまでの時代とは比較にならない授業風景である。 

また教員用のグループウェアも整備されており、会議の時間短縮、ペーパレスによる会議、

学校間のデータのやり取りも実現している。 

このように、西条市はＩＣＴ活用のトップランナーとして「人と人がつながり合う、一歩先

の社会のあるべき姿を目指して」積極的な地方創生への挑戦をしている。 

少子高齢化の中で、持続可能な成長路線を実現しようとする井原市の方向性に異論は全くない。

本市の今後の児童・生徒数の減少の推移は、ほぼ想定できるが、現在の小学校１３校、中学校

５校という学校数が、今後も維持可能かどうかの検討も行った上で、明確な方向性を示すこと

が必要であろう。子供たちの未来社会に向けた教育環境を整備するのは大人の責任である。児

童・生徒数が減少する中で、ＩＣＴを活用した小中学校の持続可能な運営管理ビジョンを検討

する体制づくりが望まれる。ＩＣＴ機器購入や環境整備には数億円が必要とされるであろう。 

 本市へのＩＣＴ導入にあたっては、こうした先行事例を参考に、地域社会、教育委員会、Ｐ

ＴＡなどとの協議のための組織化が急務といえる。いずれにしても、少子化を克服するための

教育ビジョンの策定には子供の健全な成長視点に立った判断が重要なことである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（所感） 

委員 妹尾文彦 

 

まずは、電子黒板とタブレットを利用した授業の現場を実際に見学できたことは大変良かっ

た。 

音楽の授業では、児童たちに電子黒板を見せながら授業を行い、生徒もよく集中して話を聞

いていた。すべての授業内容を、電子黒板を利用して行っており、実際に先生が文字を前に書

くことは 1回もなかった。授業内容がそれで大丈夫なようにまとめられており、よく研究され

た授業を行っていた。また、先生の質問に対して、児童がタブレットに書き込んで、それらが

電子黒板に一斉に表示されるのもよいと感じた。 

 算数の授業では、面積の計算の仕方を工夫するのにどのように考えたらよいかを、タブレッ

トに問題を直接配信し、みんなで話し合って考えるという、「主体的・対話的で深い学び」の

実践がなされていた。また、タブレットから送られてくる解答を直接映し出させることができ

るようで、他人の意見もすぐに見ることができ、効率よく授業が行われるようである。 

 このたびの視察で、ICT環境でのタブレットを活用した教育現場をイメージすることができ

たので、今後の参考にしたい。 

次に、自分の学校と他の学校の教室をモニターとスクリーンでつなぎ、まるで一緒に授業を

しているかのように授業を行うバーチャルクラスルームというものも参考になった。 

少子化による生徒数減少によって発生する少人数クラスの課題を、このバーチャルクラスル

ームは解消する手段になるのではないかと感じた。この試みによって児童たちは、「自分たち

だけでは出てこないような意見が聞くことができた」とか、「自分たちだけのクラスの授業よ

りやりがいや満足度があった」など、多人数ならではの成果を感じているようである。また、

教師らの評価では、クラスの学習規律、コミュニケーションスキル、表現力などが高まったと

感じられているようである。 

複式学級の解消という点では解決できなかったことなど、まだ課題は多くあるようであるが、

試行錯誤をしながら活用していくことで、更なる効果を得られるのではないかと思う。 

次に、校務支援システムと学習系システムをつなげて生徒の日常を分析するというスマート

スクール実証事業というものも興味を引いた。 

学校ごとの活動状況を可視化し、事業の成果をエビデンスとして教育施策へ反映するという

「自治体カルテ」。ICT活用を通じた児童生徒の意識変容を可視化し、エビデンスに基づく学

級経営につなげる「クラスカルテ」。学習系システムの学習履歴と校務データを一元的に管理

し、エビデンスに基づく個別生徒指導につなげる「児童生徒カルテ」。指導事例の蓄積・共有

を行うことで、指導ノウハウの伝承を実現する「指導履歴 DB」という 4つの取り組みがある。 

特に今後、AI が発達すると、生徒一人ひとりにあった指導を提供することが可能になると



考えられるので、これらの取り組みは今のうちから研究していくことが必要になるのではない

かと思う。また、教師の指導についてもデータの蓄積により、より良い授業が均一的に供給で

きるようになるのではないかと期待できる。 

このたびの視察で、大いに参考になることが多数あったので、今後の政策提言に向けて参考

としていきたい。 

 

 

 

 

 


